
8．ブラケット

0.022インチブラケット と

0.018インチブラケット

　1950年代以降、２つのシステムの相対

的長所についての論争が続いている（図１）。

　現在、0.022インチブラケットと0.018イ

ンチブラケットが使用されているが、0.022

インチブラケットは、0.018インチブラケッ

トと比較して以下のような特徴がある。

①多種類のサイズのアーチワイヤーを選択

　できる。

②同じサイズのアーチワイヤーでは、ブラ

　ケットスロットでの摩擦抵抗、あるいは

　バインディング❶が小さい。

③ より大きなサイズのアーチワイヤーを、

治療のメカニクスとして使用できる。す

なわち、大きなサイズのアーチワイヤー

は硬さを増し、空隙閉鎖と前歯後退のメ

カニクスの間、歯の整直の保持を助ける。

特に、0.019 x 0.025インチのステンレス

スチール（SS）の長方形のワーキング

ワイヤーは、より硬く、変形しにくく

（0.016 ×0.022インチワイヤーより47％

少ない）、空隙閉鎖の間バインディング

が少ないことを示している。

④ブラケットスロットを満たすとき、明ら

　かな欠点がある。フルサイズの SS の長

　方形のアーチワイヤーは、弾性と作業域

　を著しく減じ、結果として効果的なトル

　クと最終調整のためのワイヤー屈曲をか

　なり制限する。

　以上のように、0.022インチブラケット、

0.018インチブラケットそれぞれには長所

と欠点があり、どちらを使用するかは矯正

歯科医の治療メカニクスに対する考え方に

よることになる。

　現在、アーチワイヤーの材料工学的研究

が進み、SS のみならず、nickel-titanium

合金、titanium-molybden 合金などが実用

に供している。その流れのなかで、２種類

ブラケットサイズ

図❶　ブラケットの断面図
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❶バインディング

ブラケットに対するワイ

ヤーの拘束力を指す。こ

こでは、ブラケットのス

ロットサイズに対するワ

イヤーの “ 遊び ” が大き

いことを意味している。
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